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＜令和３年度 資料館事業計画 (案)＞ 

 

１展示及び展覧会 

（１）企画展  

①ミニ展示   3回資料館ロビーを使い展示 

        

 5月～7月 「三六災害 60周年」   

        昭和 36年 6月の大災害について、残された写真や記録された書籍、 

        児童作文・詩や学校記録などをもとにして展示 

        松川町の生田地区を中心とした展示 

       

 9～10月  「未定」 

 

    2月～3月 「松川町の御柱祭」 

           ７年に１度の御柱祭、４つの神社の様子・歴史の紹介 

 

    「松川町の指定文化財」（1階から 2階の階段の壁に掲示） 

  松川町の 33の指定文化財の紹介 

 

（２）特別展  

①「素敵な仏画と縁起絵展 伊勢神宮奉納画家 松尾隆康作品展覧会」 

    本年度も展示申し込みがありそうなので、申し込み次第計画する。（1月頃） 

     

  ②松川町文化祭（松川町文化協会） 

    昨年度は展示されなかったが,本年度は先行予約があった。 

    10月 28日（木）前日準備   29日（金）～31日（日）公開 

                      （本年度は中止となった） 

 

   ③その他  展示希望があれば応じる 

 

（３）常設展示の一部展示替え 

  ①写真資料の改訂 

   写真が古くなり見づらいものなど、再撮影をするなどして交換する。 

 

 ②民俗資料の展示及び配置替え 

   収蔵庫に所蔵している民具を出して入れ替えたり、展示配置を替えたりする。 
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２．教育普及・学習援助 

（１）中学生の職場体験学習援助（日程は未定） 

    ボランティアも必要に応じて、お願いをしていく 

 

（２）小・中学校の地域学習援助、教職員の地域教材作成援助 

   小・中学校の社会科学習、総合的な学習での地域素材等を整備し、学習援助 

   できるようにしていく。  

     

（３）公民館の地域学習・講座との連携 

 

 ①「地域を知る講座」～松川町の昔のくらし～   

   公民館で講座を再開するようになれば、協力していく 

  

（４）児童・生徒ふるさと学習副読本『ふるさと 松川町』活用への協力 

 

 （５）地域からの要請に応えていく 

    

３．広報活動 

 

（１）松川町ホームページで企画展・特別展などについて随時掲載し広報を行う。 

その他松川町の歴史、文化財に関心を持ってもらえるよう更新を行っていく。 

 

（２）「公民館報」に掲載  「松川町今昔  ～資料館だより～」 

資料館所蔵の史料をもとに、松川町のいろいろなことを紹介していく。 

 

４．その他 

 

（１）収蔵史料等の整理（収納庫の整理） 

 

①寄贈・寄託史料のうち未整理のものを整理して目録化する。 

   

 ②チャンネル・ユーの旧建物から、持ち出してきた有線放送番組保存テープや有線 

放送関係文書史料の整理と目録化 

 

 ③保存されている様々な写真の整理 

 

 ④昨年度受納した昭和 47年度中央自動車道通過地（上大島）での発掘遺物の整理 

   整理補助員を雇用して、整理してもらう。 
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⑤現在全国で検討が始まっている、役場史料（公文書）の保存・公開について、総

務課と連携して考えていく。 

 

   （２）窓口管理補助員 

    4月より新たに 1名依頼でき、2名の方々と相談しつつ、休日などの窓口管理を 

    進めている。 

 

      窓口管理補助員  小平純久   日曜日 

               宮下義雄   祝日  係職員が勤務できない日 

 

（３）各種問い合わせへの対応    

 

（４）他団体との連携 

 

 ・松川町史学会と連携 

 ・松川町文化協会との連携 

   ・信州ミュージアム・ネットワーク「信州と遊ぼう！」企画協力 

    内容を変更してオンラインでできる企画に協力をしていく。 

     

 


